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【手続補正書】
【提出日】平成28年12月21日(2016.12.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技者にとって有利な有利状態に制御する遊技機であって、
　所定画像が表示されていることは視認可能であるが、当該所定画像の視認性を基準状態
よりも低い視認困難状態に変化させる視認困難演出を実行する視認困難演出実行手段と、
　前記視認困難演出の実行中から前記視認困難演出の実行後に亘って特別画像を表示する
特別画像表示手段とを備え、
　前記特別画像は、前記有利状態に制御される可能性を予告する画像であり、かつ当該画
像の種類に応じて前記有利状態に制御される可能性が異なり、
　前記視認困難演出実行手段は、前記視認困難演出を実行するときに、前記特別画像の視
認性を前記所定画像の視認性よりも高くすることを特徴とする、遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　（１）　遊技者にとって有利な有利状態（大当り遊技状態）に制御する遊技機（パチン
コ遊技機１）であって、
　所定画像（第１ステップアップ予告演出、第２ステップアップ予告演出、ボタン予告演
出等の画像）が表示されていることは視認可能であるが、当該所定画像の視認性を基準状
態よりも低い視認困難状態に変化させる視認困難演出（ブラックアウト演出）を実行する
視認困難演出実行手段（演出制御用マイクロコンピュータ１００、図２５のＳ５０４，Ｓ
５０６、図５０のＳ８４７、図５１のＳ１００１～Ｓ１０１９、図５２の１０３１～Ｓ１
０３３）と、
　前記視認困難演出の実行中から前記視認困難演出の実行後に亘って特別画像（図５５、
図５６、図６４のようなステップアップ予告演出の画像）を表示する（図３０のＳ５０３
４Ｃ、図５１のＳ１００５～Ｓ１００９により、第４ステップＳＵ４または第５ステップ
ＳＵ５までステップアップするステップアップ予告演出については、図４９（Ａ），（Ｂ
）のように第３ステップＳＵで終了するブラックアウト演出が選択されることにより、図
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５５のように、ブラックアウト演出を第３ステップＳＵ３で終了させた後、第４ステップ
ＳＵ４または第５ステップＳＵ５についてはブラックアウト演出なしで表示する）特別画
像表示手段（図５１のＳ１００９、図５２のＳ１０３１～Ｓ１０３３）とを備え、
　前記特別画像は、前記有利状態に制御される可能性を予告する画像であり、かつ当該画
像の種類に応じて前記有利状態に制御される可能性が異なり、
　前記視認困難演出実行手段は、前記視認困難演出を実行するときに、前記特別画像の視
認性を前記所定画像の視認性よりも高くする（図５２のＳ１０３１～Ｓ１０３３で、ブラ
ックアウト演出用の画像を表示するための処理を行なうときに、図５６で背景画像３００
の画像色を先に暗くして行き、キャラク画像３１０は背景画像３００よりも所定時間遅れ
て画像色を暗くして行くようなブレンド率の変化を設定した合成情報データ（図５７、図
５８のようなデータ）に基づいて、背景画像３００とその前側の半透明画像との合成、お
よび、キャラク画像３１０とその前側の半透明画像との合成を個別に実行することにより
、背景画像３００よりも、キャラク画像３１０の明度を高くして視認性を高くする。）。
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